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研究成果の概要（和文）：離れて暮らす家族とケアマネジャーの間の相互行為では、遠距離介護の意思決定に関する道
徳的なジレンマが生じることがあった。こうした道徳的ジレンマに対処するために、主に以下の２つの方法が用いられ
ていた。すなわち、①協調するスタンスを示しつつも独立した知識の優位性の主張を行なう終助詞「よね」の使用、②
順番単位の内部の区切れを利用しての、順番の共同完了、である。こうした方法を通じて、参与者間での責任の分散が
成し遂げられ、遠距離介護の道徳的なジレンマの対処が可能になっているのであった。

研究成果の概要（英文）：Sometimes, there are moral dilemmas in long distance caregiving which is between 
the interaction of the distant family and the care manager. In order to deal with these moral dilemmas, 
they mainly use the following method: (1) usage of the final particle “-yone” to claim independent 
epistemic primacy showing an affiliative stance. (2) co-completion of a turn through taking advantage of 
the division in a Turn Constructional Unit. Through these method the dispersion of responsibilities are 
accomplished and made possible to deal with the moral dilemma of long-distance caregiving.

研究分野： 福祉社会学

キーワード： 遠距離介護　会話分析
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１．研究開始当初の背景 
(1) 遠距離介護の問題化と研究の不在 
近年、日本では、健康・生活上の不安が生

じた高齢者のために、遠く離れて暮らす家族
が頻繁な帰省を繰り返す遠距離介護の報告
がなされている。しかしながら遠距離介護に
関する社会学的研究は少ない。そこで筆者は
この現象について、これまで「遠距離介護と
は何か」という what と、「なぜ遠距離介護が
行われるのか」という why という 2つの問い
を立て、遠距離介護を行なう離れて暮らす家
族へのインタビュー調査を中心とした社会
学研究を進めてきた。 
 
(2) 遠距離介護とは何か 
その結果、まず「遠距離介護とは何か」と

いう what の問いに関しては、「介護」という
言葉がイメージさせる身体介護以外の側面
がその多くを占めることが明らかになった。
具体的には、在宅介護サービスの導入、親子
の同居をめぐる交渉、そして施設入所への移
行といった、介護をめぐる意思決定、そのた
めの高齢者や、彼らの支援に携わる福祉の専
門職者とのコミュニケーションが遠距離介
護の中心であった[中川 2008]。このような
what についての答えは、同時に、「なぜ遠距
離介護が行われるのか」という why の問いに
対する答えにもつながるものであった。 
 
(3) なぜ遠距離介護が行われるのか」 
すなわち介護保険の導入は、「介護の社会

化」という形で、身体介護を家族の外部へと
部分的に移譲させた。その一方でそれは家族
に、介護をめぐって高齢者と福祉の支援者を
仲介するコミュニケーションを担う役割を
課したのである。ここで家族にとって「介護」
という概念は、身体介護に加えて、介護をめ
ぐって高齢者や彼らの支援に携わる福祉の
支援者との間で取り交わされるコミュニケ
ーションを含む形へと拡張されたのである。
こうした「介護」概念の拡張と、子供と離れ
て暮らす高齢者の増加という家族形態の変
動、さらに情報技術や交通手段の進展が、遠
距離介護が行われる要因だったのである[中
川 2006; 2007; 2012]。 
 

２．研究の目的 
こうした遠距離介護研究の到達点は、今後

の遠距離介護研究の課題を指し示してもい
る。これまでは遠距離介護という新しい介護
形態を研究対象とするだけでも、一定の意義
が存在した。しかし遠距離介護研究が一定程
度成熟した現在[cf. Neal et al. 2008; 中
川 2012]、研究には現実の遠距離介護に対す
る貢献が求められる。そこで本研究は、遠距
離介護者、高齢者、専門職者のコミュニケー
ションの分析を通じて、遠距離介護の困難軽
減につながる技法および支援の可能性を探
究する。 
 

３．研究の方法 
以上のような問題意識に立った時、エスノ

メソドロジー（Ethnomethodology）と呼ばれ
る社会学における方法論的な立場、さらには
エスノメソドロジーが生んだ具体的な研究
プ ロ グ ラ ム と し て の 「 会 話 分 析 」
（Conversation Analysis）が参考になる。 
エスノメソドロジーは、ハロルド・ガーフ

ィンケルが社会秩序に関する議論を批判的
に検討する中で生まれた[Garfinkel1967]。
その要点の一つは、行為に関する社会学的な
問いを、why から how へと転換したという点
にある。こうしたエスノメソドロジーの立場
を経験的な研究プログラムとし、現在に至る
まで、大きな成果を挙げているのが会話分析
である。会話分析は会話それ自体に関心があ
るのではなく、あくまでも会話という一つの
社会現象について、その秩序を成り立たせて
いる人びとのhowを記述することにその目的
がある。また会話分析のフィールドは日常会
話を前提としつつも、日常会話にとどまらず、
法廷、教育、医療、福祉の現場などのコミュ
ニケーションの分析としても展開されてお
り、それらは総称して「制度的場面の会話分
析」[Drew & Heritage 1992]と呼ばれている。
そこから得られた知見は、離れて暮らす家族
や福祉の支援者たちが、その場面の中に再度
投げ込まれた際に、自らがどのような方法で
振る舞えるのかについて、想起するための手
がかりを提供する。そうした手がかかりは、
今後の新たな実践の中で彼らが迫られる差
し手を選択する際に、重要な参照点となり得
ると考えられる。 
調査手法としては、従来のような、インタ

ビューあるいはアンケートなどの回顧的な
調査ではなく、遠距離介護における高齢者や
専門職者とのコミュニケーションを、申請者
自身が直接観察し、その様子をビデオ撮影し
てデータ収集するという手法を採用する。こ
れは当事者自身が言語化できないままに、し
かし気づかないうちに遂行している、遠距離
介護の困難軽減のための技法や支援の方途
を発見するためである。 
 

４．研究成果 
本研究遂行の結果、以下の点が明らかにな

った。離れて暮らす家族は福祉の支援者との
コミュニケーションを通じて、高齢者の介護
に関する意思決定過程に参与しているので
あり、それは特に提案をめぐるやりとりにお
いて遂行されることが多く見られた。こうし
た成果は、遠距離介護の what をより深める
知見である[中川 2015]。ただし、離れて暮
らす家族がそうした形で、福祉の支援者によ
る提案の可否を判断する強い主体であるこ
とも、福祉の支援者が遠距離介護者のために
提案をわかりやすい形で言い直すなど、コミ
ュニケーションの中で共同的に位置づけら
れた結果であった。 
また高齢者の生活環境に密着していない



がために、離れて暮らす家族の知識の欠如の
問題が生起しているコミュニケーションに
おいては、離れて暮らす家族は知らなかった
高齢者の行為を、トピックの転換を行う形で
焦点化し、家族を気にかけるといったふるま
いをしていることも明らかになった。一方、
離れて暮らす家族が知らなかった高齢者の
行為に対する支援の提案に関して、福祉の支
援者と遠距離介護者の間で方向性は一致し
ながらも、判断の根拠となる、どちらが離れ
て暮らす家族のことをより良く知る人間か
の位置づけ、すなわち家族に関する「知識の
上下関係」において、競合が生じうることも
確認された。 
また、遠距離介護の how により特化して分

析した結果、離れて暮らす家族の利益を追求
することで、彼らが老親に対して経済的な負
担を行えないことや、高齢者本人のために支
援者が行なうアセスメントが、離れて暮らす
家族の意向と大きく食い違い、家族の意向を
配慮できないといった、遠距離介護にかかわ
る道徳的なジレンマが生じる場合があるこ
とが明らかになった[中川 2016]。こうした
ジレンマに対処するためには、大きく以下の
２つの方法が用いられていた。すなわち、①
協調するスタンスを示しつつも独立した知
識の優位性の主張を行なう終助詞「よね」の
使用、②順番単位の内部の区切れを利用して
の順番の共同完了、である。そしてそうした
方法を通じて、参与者間での責任の分散が成
し遂げられ、遠距離介護の意思決定に関する
道徳的なジレンマの対処が可能になってい
るのである。 
具体的な事例を挙げよう。静子は老人保健

福祉施設に入所している離れて暮らす継父
のもとに片道 4 時間をかけて、1 ヶ月に 1 回
程度の頻度で通っている。継父は、現在入所
中の老人保健施設で問題行動を頻発させて
おり、静子は継父を別の施設に移ることを求
められている。このためにケアマネジャーの
川上と静子が相談をしている場面で静子は、
継父が受給している国民年金を超えて、自ら
の経済的負担が必要になる、小規模多機能型
特別養護老人ホームの利用の困難について、
次のように述べている。「それをあれしてま
でっていうのは:,(0.7)う::ん」。ここで静子
はその前に述べられていた「生活」を「それ」
と指示代名詞で受けている。同様に、その述
部を「犠牲にして」などとは言わずに、「あ
れして」と指示代名詞を利用して婉曲的に表
現している。そして、その全体の述部を述べ
ずに、0.7 秒の沈黙を置き、「う::ん」と述べ
るだけで、順番内部での区切れを生じさせて
いるのである。これに対して川上は、静子に
よる「それをあれしてまでっていうのは:,」
という発話の統語的な続きとなる「°難しい
ですよ↑ね°」を産出する。こうした未完了
の 他 者 の 発 話 の 順 番 を 「 共 同 完 了
(co-completion)」するという実践は、彼ら
が直面しているジレンマに対処するための

有効な方法である。というのも静子はそこで、
遠距離介護の限界による、継父へのケア責任
の回避という道徳的期待に反するジレンマ
に直面している。その際、そうした方法は、
個人的利害に傾きのある発言を社会的に（複
数の話者に）分散することで、静子に集中し
ているジレンマの解消を図るものだからで
ある。さらに注目すべきは、川上による共同
完了の末尾の、終助詞「よね」の使用である。
川上はこの「よね」の使用によっても静子の
選択に協調しながら、自らの知識からも、静
子の判断の正当性が担保できることを主張
しているのである。以上のように、そこでは、
離れて暮らす子供が自らの利害を追求し、親
のための経済的負担を回避するということ
で生じる、道徳的なジレンマに対して、支援
者と家族の間での遠距離介護の意思決定の
責任を分散させる方法によって、その対処が
なされていたのである。 
今後は、遠距離介護の意思決定に、高齢者

本人が参加した場合、そこにどのようなジレ
ンマが生じ、どう対処されているのか、とい
う問いにも取り組む必要があるだろう。 
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